
資料２

先進地視察について

１ 行き先 高知県土佐刃物連合協同組合・鍛冶屋創生塾

２ 日 時 令和７年 10 月 30 日、31 日

３ 参加者 三条市 経済部商工課 主任 中野 博隆

主事 恩田 夏樹

株式会社タダフサ（三条市鍛冶人材育成拠点構想推進事業受託者）

代表取締役 曽根 忠幸

三条鍛冶道場事務局長 池野 泰文

４ 主な視察内容

これまで決定してきた暫定版カリキュラムを踏まえた先進地における運用

方法や指導実施における設備の詳細な利用方法などについて、下記のとおり

視察を実施する。

(1) 卒業時に目指している人物像及び知識・技術面の目標

(2) 研修のスケジュール（カリキュラム等）、学修方法（座学・実技）

(3) 学修成果・適性の評価方法・基準、修了（卒業）の要件

(4) 研修生の選抜方法（面接試験の評価基準）

(5) 指導者（座学・実技）

(6) 施設・設備（内容や運用方法などについて）

（7） 授業料について（鍛冶屋創生塾に関する収支予算について）

(8) 卒業生の状況や課題

(9) 協力事業者（インターンシップ先企業）との連携（期間や費用について）

(10) 応募者・受入人数・卒業者数の実績


